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多忙な大学院生活

【平松】　毎回、同志社大学大学院総合政策科学
研究科関係者のお仕事についてレポートする

「総政人の巧」。今回からは、博士前期課程2008

年度生である私、平松寿恵が担当いたします。
そして、第５回目の今回は、大阪府四條畷市で
市議会議員として、また税理士としてご活躍さ
れている渡辺裕さんです。渡辺さんは博士前期
課程で公共政策コースに在籍され、主に地方財
政の問題について研究されてこられました。そ
れではまず、総合政策科学研究科（以下、「総政」

とする）に進学されたきっかけからお話いただ
けますか。

【渡辺】　僕は同志社大学の商学部を卒業し、商
学研究科の修士課程を修了したのちに税理士事
務所に勤務しました。学生時代から社会人時代
にかけては、税理士試験の勉強を中心に、会計
学や地方税をはじめとする税法の勉強を進めて
きました。
　しかし、地方財政や地方自治といった分野に
関する知識は乏しい状態でした。そこで2007年
の統一地方選挙に出ると前々から決めていたこ
ともあり、それまでに学術的な面から体系的に
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地方財政や地方自治を学ぶことと、これから市
議会議員として活動していく際に重要になる問
題発見能力や問題解決能力を身につけたいと考
え、総政に入学することにしました。総政は働
きながら通学することも可能であった点も選択
理由のひとつでした。
　総政ではさまざまな世代の方との交流を図る
ことができ、大変充実した２年間でした。多く
の知識を身につけられたと実感しております
し、自分の視野も広がったかなと感じています。

【平松】　渡辺さんは総政時代には税理士試験に
合格されたとうかがっています。

【渡辺】　おかげさまで総政を修了するまでに、
住民税と消費税に合格することができました。
住民税も消費税も地方財政を考えると大変重要
な税法であるため、この２つの科目に合格でき
たことは議員になってからも地方財政を知るう
えで有意義でした。受験の時は覚えるのに苦労
しましたが、頭の中に条文が入っているのは何
かと役立っています。
　総政での２年間は本当に多忙でして、①仕事、
②税理士試験の勉強、③修士論文執筆、という
３つを同時並行させなければなりませんでし
た。早朝に税理士試験の勉強を3時間程して、
日中に仕事をし、平日の夜と土曜日の丸一日は
大学院に通い、日曜日に一日中論文を書くとい
う生活でした。そのため、休みはほとんどない
生活でした。
　ただ、体力的にはきつかったものの、多くの
出会いに恵まれてとても充実していましたね。
やることが多い時の方が時間を効率的に使うよ
うになるため毎日の密度が高かったと思いま
す。

【平松】　ご多忙な総政での生活において、「故
郷、四條畷市の市議会議員になる！」という夢
を叶えるために心掛けたことなどはございます
か。

【渡辺】　それはやはり、目標を明確にすること、
そして時間を大切にすることだと思います。僕
には「絶対議員になる！」という明確な目標が
あったので、その前に税理士の資格をどうして
も取得したかったのです。今回はおかげさまで
当選させていただくことができましたが、当然
ながらこれからも４年に１回落選するリスクは
あります。これは公務員とは大きく違う点だと
思います。ですから、選挙に落ちたときにでも

生活ができるように手に職をつけておきたかっ
たんです。また、いわゆる職業議員のような立
場で保身のための政治活動をしたくなかったと
いうのもあります。それと、税理士の仕事は市
の歳入の根幹となる税と深く関わる仕事なの
で、勉強することが議員になってから必ず役立
つとも思いました。

【平松】　そういったことから、市議会議員に
なってあわただしく活動をはじめる前に税理士
の資格を取っておきたかったのですね。

【渡辺】　はい。まず税理士の資格を取得するこ
とを議員になるための第一目標としました。僕
は目標を実現するために時間を長期的視野で把
握するよう心掛けています。たとえば、「10年
後こうしたい」という目標があったならば、そ
の目標を達成するために今年やらなければなら
ないことは何か、今年の目標を達成するために
今月やらなければならないことは何か、今月の
目標を達成するために今日何をするかという感
じです。長期の目標をベースにして短期の課題
を見つけ出し、それをひとつずつクリアしてい
くことが大切だと思います。長期の目標だけで
はどうしてもイメージが漠然としてしまうから
です。そして、毎日寝る前に次の日のスケジュー
ルをできる限り具体的に紙に書き出すようにし
ています。そうすると、一日のイメージが具体
化され時間を効率的に使えるようになります。
だから、一日で一番頭を使うのは寝る前です。
ちなみに、選挙は2007年４月ということがはじ
めから分かっていたので、その日から逆算して
やるべきことを細分化していきました。

凍りそうだった選挙活動

【平松】　ところで、四條畷市の市議会議員にな
ろうと思われたのはいつ頃ですか。

【渡辺】　議員をめざそうと思ったのは、大学受
験で浪人していた18歳の頃です。

【平松】　では、なぜ四條畷市の市議会議員にな
ろうと思われたのですか。

【渡辺】　よく聞かれるのですが、単純に四條畷
のことが好きだったからです。浪人時代の１年
間、将来どうやって生きていこうかと考え続け
ました。この１年間はほとんど誰と接すること
もなかったので、考える時間がたっぷりありま
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した。そこで考えたのが、四條畷が好きだから
四條畷の市議会議員になろうといういたってシ
ンプルなことでした。18歳の時に考えて32歳で
議員になれたので、14年越しの目標を実現でき
たことになります。

【平松】　ということは、大学に入る前から目標
は既に決まっていたわけですね。

【渡辺】　はい。税理士になってから議員になる
という目標は大学に入る前に決まっていまし
た。だから、大きな道筋だけははっきりしてい
ました。しかし、そこからの道のりは厳しく、
14年かかってしまいました。当初は28歳で実現
する計画だったのですが…。ただ、４年間遅く
なってしまいましたものの、この４年間は総政
の２年間も含めて社会人として多くのことが勉
強できたので結果的にはよかったと思います。
何事も「人間万事塞翁が馬」です。

【平松】　2007年の四條畷市議会議員選挙で渡辺
さんは歴代最多得票でトップ当選しております
が、強力な組織のバックアップか何かがあった
のでしょうか。

【渡辺】　全くありません。いわゆる地盤、看板、
カバンは全くありませんでした。事務所開きな
んかも僕と両親の３人だけでした。僕は誰かの
秘書をしたこともないし、他の人の選挙の応援
をしたことすらありません。選挙に関しては全
くの素人です。だから、９月に「選挙に出る」
と言ったときには、いろいろな人から「絶対無
理」と言われたし、駅立ちしているときも「そ
んなやり方で勝てると思っているのか」ってな
ぜか厳しい口調で言われたこともあります。
　けど、僕は自分の気持ちをしっかり伝えれば、
人の心を動かすことはできるって信じていまし
た。それと、ここ一番で学生の頃からの友人が

たくさん集まっていろいろ手伝ってくれたのが
本当に心強かったです。

【平松】　なるほど。そうだったんですね。選挙
戦では駅立ちや自転車に乗って市内を走り回り
ながら選挙活動を行っていたとおうかがいした
のですが、苦労話なども交えて詳しく聞かせて
いただけますか。

【渡辺】　駅立ちは、朝の６時から９時までの時
間帯と、夜の６時から９時までの時間帯の、１
日あたり６時間の駅立ちを７ヶ月間やりとおし
ました。ただ、２日間だけインフルエンザでで
きなかったのが今でも残念です。2006年10月か
ら始めた駅立ちですが、10月、11月、12月の間
は駅にいてもあまり見向きもしてもらえず、本
当に寂しいものでした。
　ところが、年が明けて選挙が近づくにつれ、

「あいつは今度の選挙に出るんだな」と分かっ
てもらえたようで、それ以降は少しずつ自分の
ことを見てくれるようになりました。時には声
をかけてくれたりして、たくさんの人とお話さ
せて頂きました。ちなみに、興味を持ってかど
うか分かりませんが最初に近づいてきてくれた
のは学生でした。学生が通るときに一言二言声
をかけていたところ、次第に気軽に話せるよう
になり、すごく応援してくれるようになりまし
た。高校生をはじめとする多くの学生に応援し
てもらったということは、自分の中で大きなエ
ネルギーでした。
　だから、議会で発言する際には若い世代の視
点を常に意識しています。学生が将来、四條畷
市に安心して住めるようなまちづくりに取り組
むようにしないといけません。人間関係ができ
ればできるほどいい加減な仕事はやれないなと
感じます。

渡 辺 　裕（わたなべゆたか）
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　このように、駅立ちをして学生に対するイ
メージはかなり変わりました。最近の学生に対
しては、何となく昔と比べてどこかマイナスの
イメージを持っていましたが、実際に会って話
してみると、すごく礼儀正しかったり、純粋だっ
たり、すごくいい学生が多かったです。だから、
駅立ちを通じて「日本の未来は明るい」と思い
ました。こういうことも実際に接してみないと
分からないことでした。
　自転車に関しては、主に土日に一日７時間く
らい市内を走り回りました。「32歳　本人」と
いうノボリを自転車につけて市内を走り回った
んです（写真参照）。最初は、「あいつ何やって
んねん」、「変な人がおるわ」という視線を感じ
ました。しかし、選挙戦の終盤には小学生が

「おっ、本人だ。がんばれ！」と喜んで追っか
けてくれたりしました。当選した翌日にも自転
車で走っていたところ、子供たちから「ほ～ん
～にん、ほ～ん～にん」と本人コールをしても
らったときは心から嬉しかったです。
　ただ、自転車もそうなのですが、人生で一番
恥ずかしかったのは、やはり最初の駅立ちでし
た。どうしても勇気がいりました。それと、恥
ずかしさから声が小さかったようで、いろいろ
な人から「声が小さい」と指摘されました。ただ、
もともとあまり声は大きい方ではないし、押し
が強い方でもありません。けど、そう言っては
いられないので、声は無理して大きくしたつも
りです。
　駅に立つのにも意外と体力が必要で、はじめ
の１ヶ月くらい全身筋肉痛でした。ストレスで
ヘルペスを２回発症しました。現在でも初心を
忘れないために朝の駅立ちは欠かさないように

しています。議員の仕事は街頭演説で自分の意
見を伝えるのも大切だとは思いますが、それ以
上にたくさん人の話を聞いて、たくさんの人の
意見を市政に反映することのほうが大事だと僕
は思います。だから、駅立ちでは演説というス
タイルではなく、一人一人に挨拶をしてお話を
するようにしています。
　駅立ちも議員活動もこれが正解という答えは
ないような気がします。そういう意味では、結
構自由が認められた世界だとは思います。だか
ら、自分なりのスタイルで今後もやっていこう
と思っています。
　ちなみに、選挙のときの駅立ち、特に１月か
ら３月にかけての駅立ちは凍死しそうなくらい
寒かったです。足元からカラダが徐々に凍って
いくのがリアルに感じとれます。とりわけ、夜
の駅立ちは遅い時間になると次の電車が来るま
でほとんど誰も通らないものだから、一人で
ぴょんぴょん跳ねながら凍らないようにしてい
ました。
　公示されてからの純粋な選挙期間は一週間で
すが、平日最後の金曜の夜は５時から終電の12

時26分までずっと駅に立ち続けました。この日
は今までの７ヶ月間活動をしてきたことや目標
を決めてから14年間自分なりに全力を尽くして
きたことなどを思い出すと涙が止まりませんで
した。結果がどうこうというより、完全にやり
きったという達成感みたいなものがありまし
た。通りかかる人があちらから握手してくれた
り、拍手してくれたりしました。そのときが間
違いなく人生で一番嬉しかったです。感動しま
した。

議員活動の難しさ

【平松】　いろいろと工夫されて、実際に当選さ
れて市議会議員となった今、お仕事の方はいか
がですか。

【渡辺】　やはり、まず長年目標としていた仕事
ができていることがすごく幸せです。だから、
選挙で僕を選んでくれたり、手伝ってくれたり、
応援してくれた人に感謝の気持ちを忘れないよ
うにしています。
　議員の世界に関しては、いろいろな人がいま
す。考え方ひとつにしても、保守系の考え方の
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人やいわゆる共産党的な考え方の人もいたりし
て、主義主張がぶつかり合っています。ただ、
どの考え方が正しいというのではなく、社会に
は様々な考え方があるからこそ新しい力を生み
出すし、いろいろと意見を出し合って議論する
ことが社会をよくするための原動力になるんだ
と思います。
　組織にしても、同じ考えの人だけでは本当の
意味で強い組織にはならないのではないでしょ
うか。僕は、いろいろな考えの人がいるからこ
そ議論をし、そこから組織を改善したり、新し
いアイディアが生まれてくるんだと思っていま
す。おそらく、みんなが同じことを考えていた
ら改善策もみつからないし、新しい発見やアイ
ディアも出てこないでしょう。
　公務員という世界に関しては、マスコミ等の
情報からのイメージでひどい集まりみたいなも
ののように感じていましたが、ほとんどの人が
真面目ですし、信頼できる人も多いと思います。
ただ、コスト感覚とスピード感が少し欠けてい
ることと、情報の新陳代謝ができていないこと
は、若干気になっています。コスト感覚が乏し
いと感じる大きな原因として、公会計の世界に
は減価償却の概念と、借入の返済について元本
と利息を分けるという概念がないことが大きく
影響していると思います。減価償却の概念と借
入の関係はワンセットです。減価償却というの
は、建物などを建てたときにその使用期間に応
じて費用に計上していくことです。借入は元本
の返済はただ借りたお金を返すだけであり、損
益には関係しませんが、利息は費用です。だか
ら、借入をして建物を建てるということは、減
価償却費という費用に、利息という費用が追加
してかかっているということです。当たり前の
ことではあるのですが、意外とこういう認識が
できていないのが現状だと思います。実際、市
債を発行したら利息分だけは間違いなく追加で
費用が発生しているのにも関わらず、「市債は
期間に従って償還してます」という感じで何の
問題もないみたいに捉えてしまっていること
は、大きな問題ではないでしょうか。そのため、
もっと複式簿記の考えを共有できるようになる
だけでも、コストに対する感覚のようなものは
かなり改善できると思います。
　それと、四條畷市役所は駅と駅のちょうど間
にあるのですが、そうすると他に周りに企業も

ないため、市役所だけで世界が完結しているん
ですね。市役所の中の居心地がよければ、その
中で変わろうという意識が働きません。民間だ
と常に企業同士の関わりがあったり、お金に関
して何かと注文をつけられたり、ときには言い
にくいことも言って商売していかなくてはいけ
ないことも多いと思います。このように考える
と、公の世界のコスト感覚とスピード感が不足
している最大の原因は、基本的には外とのお金
のやりとりが少ないことに起因するんだと思い
ます。
　それに加え、市役所では、窓口業務でなけれ
ば基本的に毎日がデスクワークなんです。外部
との関わりが無いということは、自分を変えて
いこうという動機が働かない気がします。また、
ひとつの組織の中にだけいるから、新しい情報
が入ってこない。この体質だけは何とかして変
えなければならないですね。こういった環境の
中でどうやって他との交わりを作るのかという
のは大事です。外との接点を作って新たな情報
が入るように取り組み、そうすることで意識改
革をするべきではないかと主張しています。
　ただ、これらは自分に対しても言えることで
す。そのため、僕自身、市役所の中にどっぷり
浸かってしまい、こういう環境に慣れてしまっ
た、ということがないよう常に市役所だけでな
く広く社会と接するように心掛けたいです。

【平松】　そうですか。市議会議員になってから、
他に何か感じたり、思ったりすることはありま
すか。

【渡辺】　議会はとにかくいろいろな人に対して
気を使います。最年少ということもありますし、
１期目ということもありますので。今までに経
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験したことのない世界であることは間違いない
ですね。「ややこしやー、ややこしや」です。
空気を読むことがかなり重視される世界だと思
います。しかし、言うべきことは言わないとそ
れこそ存在意義がなくなります。そのあたりの
バランスが難しいですね。
　それと、普段接する職員の人は部長級や課長
級の人が中心ですが、20年後、30年後のことを
考えるとやはり若い職員との意見交換できるよ
うにすることが大事だと思っています。立場は
違うけれども、違う立場だからこそ意見を出し
合って、市政の改善策を見つけ出し、また、考
えを共有することが将来きっと役立つと思って
います。といっても、まだまだ接する機会は少
ないですが。

四條畷市の今後と自分

【平松】　なかなか苦労が多そうですね。では、
渡辺さんの考える四條畷市の今後の展望につい
て聞かせて下さい。

【渡辺】　やはり財政再建が主要課題であること
は間違いありません。財政というのはちょっと
ずつの積み重ねです。突発的によくなるもので
はない。企業会計では、貸借対照表と損益計算
書というものがありますよね。損益計算書は一
期間の損益を表すもので、貸借対照表というの
は一時点での資産と負債の状態を表すもので
す。それは、一時点といっても過去の積み重ね
によってできあがるものなんです。ということ
は、貸借対照表を見たときにすごく悪い企業と
いうのは、長い期間をかけて少しずつ悪くなっ
ている可能性が高いのです。四條畷の財政も長
い期間をかけて徐々に徐々に悪くなったという
のが実態だと思います。
　この財政状況をどうやって改善させるかとい
うと、いわゆる劇薬みたいなものを使って一発
で改善するということはないと思います。そう
いうことはありえないので、20年、30年かけて
悪くなった財政を立て直すには１年や２年とい
う短期間ではなくて、やはり20年から30年の歳
月をかけて少しずつ改善させるしかありませ
ん。それはどこの自治体も一緒ではないでしょ
うか。そう考えると、財政も人もすごく似てい
て日々の積み重ねが最も重要なんだと思いま

す。
　それと、もう１点は、最初の頃、四條畷市の
財政をみたときに「なんて悪いのだろう」と絶
望していたのですが、１年間勉強して思ったの
は、悪いことは間違いなく悪いけれども、相対
的に悪いかというとそうでもないのではない
か、ということです。というのも、一般会計が
悪い自治体というのは財政状況が悪いと思うか
も知れませんが、財政というのは一般会計だけ
ではなくて特別会計もあるわけでして、その
トータルで良し悪しをはかるべきなんですが、
実際には一般会計で比較しているところが多い
んです。一般会計の黒字か赤字かというのは、
いくらでも特別会計との繰入金と繰出金との調
整で黒字にもできるし赤字にもできるんです。
そう考えると、財政の全体像を把握するときに、
一般会計だけしかみないのは木を見て森を見な
い状態だと言えます。一般会計はすごく悪いの
だけれども、特別会計はそこまで悪くないので、
全体でみると四條畷の財政は確かに悪いけれど
も近隣の市町村と比べると、そこまで悪くない
かなと思うんです。つまり絶対的には悪いが、
相対的にはそこまで悪くないので絶望する必要
はないというのが僕の考えです。
　しかし、財政構造は歳入の大部分を地方交付
税に依存しているので今後のことを考えると自
主財源を確保することが絶対に必要だと思いま
す。国の政策に左右されないようにするために
はそれが間違いなく重要になってくると思いま
す。だから、この状況をまずみんなが把握した
うえで、どうやったらよくなるのか意見をぶつ
けあうことが四條畷再生の第一歩かと思いま
す。状況は確かによくないけれど、よくないか
らこそ改善点も見えてくるし、組織としても個
人としても進歩できるチャンスだとも思いま
す。

【平松】　なるほど。それでは、渡辺さんの個人
としての今後の展望を聞かせてください。

【渡辺】　今はまず与えられた仕事を着実にこな
すこととしっかり勉強することだと思います。
常に意識しておかなければならないことは、一
部の人のためでなく、市民全体のため、また、
短期的でなく長期的に見ても市民のためにはど
うするべきかと判断することが大事だと思いま
す。先程も財政再建が最大の課題だと言いまし
たが、財政再建ってのもすごく抽象的な言い方
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で「財政再建ってなんやねん」と思う人も多い
でしょう。特に若い世代の人なんかは、財政は
再建しても再建しなくても一緒じゃないかと考
える人も多いかもしれません。しかし、抽象的
な言葉ではあるが、よくよく考えると本当に重
要な課題だと僕は思います。では、財政再建と
は何かと考えると、将来の世代に負担を押し付
けないことだと僕は考えています。つまり、今
の赤字は誰が負担するのかといったら、僕らの
世代であったり、学生であったり、若い世代だ
と思うのです。
　今のところは、赤字だと言っても表面上の負
担が低くて楽かもしれないけれども、その赤字
分は借金に回しているということになります。
このことはすなわち、負担をドンドン先送りし
て何となくお茶を濁しているような状況です。
だから、今まで、税金、年金、健康保険の負担
率が3割くらいで推移していたのが、20年から
30年後になって気がついたらそれらの負担が４
割から５割になることもあり得ます。給料が20

万円だったとすると半分の10万円は税金等で天
引きされ、手取りは10万円になる可能性も十分
あります。なぜそうなるかというと、今の先延
ばしに、先延ばしにというツケがやっぱり後に
なってボディーブローのように効いてくるとい
うことなんです。だから、財政を再建するとい
うことは、現状の借金体質を少しでも改善させ
て、次世代への負担を少しでも減らすというこ
とだと思います。それが僕の使命かと思ってい
ます。

みなさんへ

【平松】　では、最後に本研究科で勉強している
皆さんに何かメッセージをお願いします。

【渡辺】　僕は、学生のうちはやはりたくさんの
人と交流するべきだと思います。価値観は人そ
れぞれなので、いろいろな人の価値観を知った
うえで自分の価値観を育んでいくことが大事だ
と思います。人の考えや世の中の情報というの
は本やテレビからでも得られます。しかし、そ
れももちろん重要なのだけれども、本当に大切
なことは人と人とが向かい合った時にしか伝わ
りません。だから、僕が常々思っているのは、
駅立ちにしても同じなのですが、顔を向き合っ
た「face to face」の関係が一番大事だというこ
とです。その大事さを学生にも意識して欲しい
と思います。
　たとえば今、パソコンや携帯電話が普及して
メールでのやり取りが増えていますが、文字だ
けではやはり誤解が生じますよね。電話でのや
り取りも、顔がみえていない状況では本当の意
見や気持ちが伝えられないと僕は考えます。だ
から、いろんな人と常に顔が見える関係を大事
にしていますし、これからもそうし続けたいと
思います。総政で研究する方には社会人など
せっかく色々な方がいるのだから、キャンパス
内で多くの人と実際に接することによって研究
論文だけでなく広い知識を身に付けていくべき
じゃないかなって思います。

【平松】　本日は、貴重なお話ありがとうござい
ました。私自身、渡辺さんのお話を聞いて大変
勉強になりました。今後のご活躍も応援してい
ます。

渡辺さんの活動風景

募集しています

　「総政人の巧」では、読者のみなさまか
らのご意見、ご要望、ご感想をお待ちして
おります。どんなことでも結構ですので下
記の連絡先までお寄せください。この企画
は読者のみなさまとともに作り上げていく
ことをめざしています。

「総政人の巧」企画部会　平松寿恵
syoshinnsya@y6.dion.ne.jp




